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アイルランドからスコットランドへ―バラッドに見る移民の姿
（18世紀から19世紀中頃までの労働移民を中心として）
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　スコットランドとアイルランドの間の入の往
来は、恐らく無限の過去に遡り得るであろうが、
後代にまでその影響が及ぶのは、4世紀後半頃
の北アイルラ．ンドからスコットランドに向けて
のスコット人（the　Scots）の移動である。彼
らは、カレドニア（Caledonia）西岸に渡って
ダルリアダ王国（D盃lRiada）を形成し、当時
同地に居住していたピクト人（the　Picts）と
戦いつつ、将来のスコットランド王国の基礎を
築いた。従って、現在のスコットランドは、ア
イルランドから渡来した人々に由来するとも言
えるが、その後両国は大きく異なる道を歩むこ
とになった。
　スコットランドが、独立王国の誇りと引き換
えるように、1707年イングランド王国と合同し、
経済的繁栄を享受し始めたのに対し、アイルラ
ンドは、イングランド王国の事実上最初の植民
地として、侵略と搾取を受け続け、最終的に
1801年、連合王国に組み込まれた。その間アイ
ルランドの人々は、故国における経済的苦難を
打開すべく、・・…一時的もしくは恒久的に国外に流
出し続けた。合同後も移民の流れは続き、そ
れは、1845年の「じゃがいも」の胴枯れ病
（blight）による大飢僅（Great　Famine）に
続く約10年間に最大のものとなった。
　彼らは、従来から新天地を求めて海外各地に
移住したが、その主要な目的地のひとつはイギ
リスであった。その地がアイルランドに最も近
く、特に飢僅当時は国内に過ぎなかったからで
ある。そして、イギリスに向けて移住を試みた
人々の相当数が目指したのは、曾て自らの祖先
の一部が定住し、民族的にも文化的にもある種
同一の根を持つと思われるスコットランドであ
った。彼らは、スコットランド国内の雇用の見
込める如何なる土地にも赴き、地元のスコット
ランド人と時に対立し、時に排除されながらも、
自らの生活の足場を築き上げていった。
　そのようなアイルランド人の姿は、政治や経
済を初めとして多様な観点から記録に留められ
たが、それはまた、当時の庶民の娯楽のひとつ
であったバラッドにも歌われ、流布された㌔
バラッドは、アイルランド人移民の姿を客観的
かつ論理的に描いたものではない故に、当時の
スコットランド人が彼らに対して抱いていたイ
メージや感情が、むしろ率直にそこに反映され
ているように思われる。
Paddy　in　Glasgow
The　harvest　comin’on　and　the　times　bad
　　at　home
Ithen　took　a　notion　for　Scotland　to　roam，
So　I　packed　up　my　budgets　and　made　for
　　the　quay
英文学科
一85一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第41号　2004
Fgr　the　steamboat　was　ready　to　put　out　to
　　　sea．
　　　　　　Lili　faldinance，　lili　j彪…1dinano，
The　captain　he　spoke　like　a　man　o’good
　　　sense，
Says，1’ll　tak’ye　to　Glesca　and　it’s　all　fbr
　　　slxpence
So　I　thought　by　the　number　that　stood　on
　　　the　beach
That　a　sixpence　would　scarce　be　a
　　　farthin，　f｛）r　each．
But　I　took　the　wrong　meaning　of　what　he
　　　did　say
In　yon　halfway　house　we　had　our　passage
　　　to　pay
He　said，　Pay　down　your　passage，　doゴt
　　　grumble　a　word，
You　must　pay　down　your．passage　or　walk
　　　overboard，
Early　next　morning・it’s　Glasgow　we　savC
We　landed　at　a　place　called　the　Broomielaw
And　the　first　meat　that　I　saw　in　that　toon
　　　for　sale　　　　　　　　　’曹
Was　fishes　called　speldins　all　fried　in　a
　　　creel。
Ithen　took　a　notion　I　would　see　their
　　　shows
Their　fine　wooden　houses　they　stood　all　in
　　　ro。WS・
There　was　monkeys　and　muircocks　and
　　　many痘ne　thlngS，
ARd　lords，　dukes，　and　earls，　and　emperors，
　　　aRd　klngS。
Buonoparte　was　there　and　he　at　me　did
　　　S捻re，
And　l　wondered　what　brocht　him　from
　　　Germany　there，
And　fOr　t◎Shak’handS　wi’hlm　l　waSna
　　　siack，
But　a　lad　wi’ared　coat　he　made　me　stan’
　　　back．
Ithen　took　a　notion　1　would　go　to　bed，
But　the　noise　in　the　streets　disturbed　my
　　　head，
It　was then　that　I　got　a　most　terrible
　　　fright
For　a　lad　he　went　shoutin’a’hoors　o’the
　　　nighL
Early　next　morning　it’s　up　1　arose，
And　at　my　own　leisure　put　on　my　own
　　clothes
And　away　to　the　Lothians　I　took　my　way
And　now　for　a　time　I’11　bid　Glasgow　good－
　　　bye．
　　　　　グラスゴーに来たパディ
刈り入れの時が来る　しかも故郷の景気は
　悪い
それでスコットランドに行くことに
有り金を手に波止場へと　　　　　　　．
船が出発を待っている
　　　　　　　　　　　　　（リフレーン省略）
船長はものの分かりもよさそうで
グラスゴーまで6ペンス　すべてが込みで
　 この値段
岸で待つ人の数から考えて
それはとんでもない値段
船長を信じたのが運の尽き’
途申で奴に迫られて
つべこべ言わず船賃を
耳をそろえて今すぐに　いやなら船から
　　下りてくれ
明け方グラスゴーが見えてきて
ブルーミイロウというところで下船した
初めに目にした売り物は
篭一杯の揚げた鱈
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まずは町見物と洒落てみた
列をなす立派な木造りの家々に
猿に赤雷鳥にあれやこれ
領主、公爵、伯爵、皇帝、そして国王陛下
　まで
ボナパルトがそこにいて　じっとこちらを
　見ているが
どうしてドイツから来たのやら
恭しく握手しようと進み出て
赤服の男に戻された
そろそろ寝ようと思ったが
通りの騒ぎがうるさくて
やがて心臓が凍りつく
若造が一晩わめき続ける　その故に
翌朝早く目をさまし
ゅっくり身支度整えて
さあロージアンに出発だ
グラスゴーとはおさらばだ
1
　スコットランドとアイルランドの本格的な交
流は、18世紀に始まるが1、当初地理的に最も
近いスコットランド西部及び西南部と、アイル
ランド北部を経由することが多かったようであ
る。同世紀初めにじゃがいも（の栽培）がアイ
ルランドからスコットランドに伝えられ、また
アイルランド産の肉牛がスコットランドに輸入
されて、西南部（Galloway）で肥育された後、
ロンドン市場に送られるようになった。更に、
18世紀から19世紀前半を通して、専門職の資格
を得るために、エディンバラ大学やグラスゴー
大学にアイルランドから留学する者があった。
これは、首都ダブリン（Dublin）の大学（Trinity
College）で、宗教的理由からそれを得ること
が不可能であった人々によるものである。
　一方ブリテン島内においては、同世紀は、ス
コットランドがイングランドとの合同を輝験す
る中で、農業や産業の革命に着手し、その完成
に向けての速度を加速させた時代でもあった2。
農業に関しては、スコットランドはイングラン
ドの農法に多くを学んだ。囲い込み（enclosure）
によって農地は広大なものとなり、家畜を利用
し、品種を改良し、施肥、瀧概、輪作などに工
夫が加えられた結果、生産性が著しく向上した。
そして18世紀末には、スコットランド南東部低
地地方（south－east　Lowlands）を中心に穀倉
地帯が見出されるようになった。
　そこで収穫される農作物は、農業革命と同時
的に進行しつつあった産業革命の過程で、急速
に蓄積される富によって増大する食料の需要を
満たし、これもまた、急速に拡張していく都市
に集中し増加していく人口を養うことに貢献し
た。スコットランドの農業革命は、18世紀の終
り頃ほぼ終了したが、その結果生み出された豊
かな農産物の収穫は、スコットランドの「秋」
という、比較的天候の不安定な季節に一機械
が導入される以前には一短期間に大量の人手
を投下して集約的に行われる必要があった。
　そのため、18世紀中頃から高地地方の小作人
達（Highland　cottar）が、収穫期の季節労働
者として低地地方に赴くことが習慣的になっ
た。その中心を占めたのは女性であり、彼女ら
は、農地でも家内の仕事においても極めて勤勉
であった。しかし、1770年代頃以降、高地地方
では、急速に社会が変化する中で、従来の氏族
制度（clan　system）に基づく家父長的な生活
様式が崩壊し、流動的かつ不安定化する経済状
況に直面した地主は、旧来の小作人を立ち退か
せ（clearance）、農地や山野を統合して牧羊
業に転換するか、あるいはそれらの土地を牧羊
業者に貸すことに活路を見出そうとした3。
　従って小作人は、都市や海外に移住すること
を余儀なくされ、低地地方の収穫のための季節
労働の供給源は絶たれることになった。また、
スコットランドの中部や南部の（家内）工業地
域で、小規模な生産を行っていた手織機による
織物職人（hand－loom　weaver）も4、収穫期に
は家族を伴って農村に入り、季節労働力の供給
源となっていたが、彼らも、織物産業が安定し
て来ると、年間を通して均質の労働を求められ
るようになり、更に機械化された工場生産が進
むと失職し、他に生計の道を求める必要が生じ
た。
　スコットランドの農業における収穫時の季節
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労働力は、そのため国内に求めることがほぼ不
可能となり、国外が注目されることになった。
アイルランドからの収穫のための季節労働移民
は、1790年代以降本格的となり、1820年代には、
地域によっては高地地方から来る労働者の数を
超えるに至っている。彼らの渡航を容易にした
のは、1820年代に出現した蒸気船であった5。
　1820年代の終りから1830年代にかけて、グラ
スゴーとダブリン、ベルファスト（Belfast）、
ロンドンデリー（Londonderry）、ニューリ
ー（Newry）問が蒸気船で結ばれ、更にグリ
ーノック（Greenock）とベルファストを結ぶ
航路なども開かれた。1845年までに約20隻の蒸
気船が、スコットランドのグラスゴー、アー…ド
ロッサン（Ardrossan）、ストランラー
（Stranraer）から、アイルランドのベルファ
スト、ニューリー、ダンダーク（Dundalk）、
ダブリン、コーク（Cork）、ロンドンデリー、
スライゴー（Sligo）に向けて航行しており、
船会社間の競争が激化して、運賃は流動的であ
った。更に、移民の上陸後の移動を容易にする
かのように、1841年にはグラスゴーとエア
州（Ayrshire）の港町アードロッサン問に、
翌1842年にはグラスゴー・エディンバラ問に、
鉄道が開通している。
　アイルランド人季節収穫労働者の移住（渡航）
は、概ね8月の第一週から始まり、それは8月
中続いた。彼らは、グラスゴー、ストランラー
に近いポートパトリック（Portpatrick）、も
しくはアードロッサンで下船した。
　　グラスゴーを流れるクライド川（River
Clyde）河岸の波止場（Broomielaw）で下船
した移民労働者のごく少数は、同地で職を求め
ようとしたが、大部分の者は、そのまま町を離
れて東に向かった。彼らは、概して収穫期が最
も早いロックスバラ（Roxburgh）、、ベリック
（Berwick）、ロージアン（East　Lothian；
Midlothian；West　Lothian）諸州で収穫労働に
従事し、その後北西部に転じて、スターリング
州（Stirlingshire）での収穫を終えると、フォ
ース湾（Firth　of　Forth）に沿ってファイフ
州（Fifeshire）の南の州境地方を回り・パー
ス州（Perthshire）の北部にまで足をのばし
た。そして最後にグラスゴー周辺の農村地帯で
働いた。また、ポートパトリックから上陸した
移民は、ダンフリーズ州（Dumfriesshire）を
手始めに、ロックスバラ・ベリック両州で収穫
労働を終えると、国境を越えてカンバーランド
州（Cumberland）に向かった。
　1841年のアイルランドにおける国勢調査に関
連して行われた、イングランドとスコットラン
ドに向かう季節収穫労働者に対する聞き取り調
査に拠れば6、同年夏に、総数57，651人が出国
した。そして、その約1割の者は、早くも6月
6日までに出国している。因みに、コノート地
方（Connaught）在住者が最も多く、アルス
ター地方（Ulster）在住者がそれに次ぐ。　ア
ルスター地方在住の19，312人のうち、ドニゴー
ル州（Donegal）在住者が最も多く、ロンド
ンデリー州、タイローン州（Tyrone）と続く
が、これらの人々は、ロンドンデリーとベルフ
ァストから乗船し、スコットランドに向かった
と思われる。45，848人に関しては、同時に年齢
の聞き取り調査も行われているが、その3分の
2以上が、16歳から36歳の間であり、圧倒的に
男性が多かった。
　アイルランド人季節収穫労働者は、激しい労
働に耐えて勤勉に働いたため、概ねスコットラ
ンドの農家で歓迎された。しかし、粗末な身な
りでスコットランドに入国する彼らは、グラス
ゴーなどの波止場で下船するや否や、町の人々
に嘲笑されたり、アイルランド語の響きをから
かわれたりすることも多く、また労働に赴く各
地で様々な騒動に直面した。ケルソー（Kelso）
では、地元のスコットランド人労働者がアイル
ランド人季節収穫労働者を激しく攻撃し、ため
にアイルランド人1名が死亡している。ローダ
ー（Lauder）では町民が、グリーノックでは
波止場周辺の人々が、彼らと対立し、暴動が発
生した。アイルランド人生来の大仰で陽気な性
格が、人の言動をありのままに解釈する傾向の
強いスコットランド人の誤解を招くことも多
　く、また彼らは、雇用の上で競合するスコット
　ランド高地地方の人々と対立することもあっ
　た。
　　1830年代頃から、アイルランド人季節収穫労
　働者の一部は、主な仕事が終った後も、じゃが
　いもの収穫（potato　lifting）などのためにス
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コットランド国内に留まり始めていたが、じゃ
がいもの栽培地域が西部の海岸線に沿って広が
るにつれて、その数は増加するようになった。
しかし彼らの目的は、スコットランドで収穫時
に、季節労働者として可能な限りの収入を得る
ことであり、目的を果たすと即、帰国の途につ
く者が大半であった。
　このような季節収穫労働とは異なる道に、雇
用を求めたアイルランド人もある。18世紀後半
から19世紀前半のスコットランドは、水陸の交
通網の充実が図られた時代であった。1768年に
は、フォース・クライド運河（Forth　and
Clyde　Canal，全長35マイル、1790年完成）の
掘削が開始され、1803年にはカレドニア運
河（Caledonian　Canal，全長60マイル、うち
水路23マイル、1843－47年完成）、1811年には
グラスゴー・ペイズリー・アードロッサン運河
（Glasgow，　Paisley　and　Ardrossan　Canal，グラ
スゴーから11マイルのジョンストン［Johnstone　］
まで開通の後、資金不足のため工事中止）、
1818年にはユニオン運河（Union　Canal，全長
31マイル、1822年完成）などが、次々に着工さ
れた。
　また、1826年にスコットランド最初の公営鉄
道10マイルが敷設されて以降、前述のグラスゴ
ー・ Aードロッサン問やグラスゴー・エディン
バラ間も含めて、同国は、1820年代から1840年
代にかけて鉄道建設ラッシュとなった。そして、
1850年代までに全長800マイルの鉄道が、スコ
ットランド西部並びに西南部の工業都市や首都
を結び、更に南へ、イングランドに向けてのび
て行った。大量の原料を求め、機械化された工
場で製品とし、市場に向けて送り出すには、各
地が敏速かつ有機的に結びつけられる必要があ
り、そのための港湾、運河、道路、鉄道などの
建設に、身軽に工事現場間を移動する労働者
（migratory　labourer）が多数求められた。
　「アイルランド人人夫（lrish　navvy）」と
総称された移民労働者層が7、ここでもスコッ
トランド高地人労働者と共に、その需要の大半
を満たしたが、中でもスコットランドの運河は、
その殆どがアイルランド人労働者によって掘ら
れたと言っても過言ではない。
　スコットランド各地の工事現場に、労働者と
して雇用されたアイルランド人移民は、単身の
場合も家族を伴っている場合もあった。工事自
体の組織や給料支払いの方法は複雑であり、親
会社が元請け業者に工事を請け負わせ、元請け
業者はそれを幾つかに分けて、下請け業者に請
け負わせた。下請け業者は、与えられた仕事を
更に幾つかに分けて、孫請け業者に請け負わせ
た。孫請け業者は「親方（ganger）」と呼ば
れ、労働者を雇うと共に、自らも労働者として、
彼らの指図をしたり、その仕事を手伝ったりし
た。時に応じて元請け業者は、下請け業者の段
階を抜いて直接孫請け業者を雇っている。
　多くの場合、労働者には一ヶ月に一度だけ給
料が支払われたが、前払い（前貸し）の形がと
られた。親方から、自前もしくは元請け業者の
代理として、労働者に給料の金額を印刷した切
符のようなものが渡され、労働者やその家族は、
指定された特定の店で商品を購入するよう求め
られた。そして給料日には、（切符に示された
金額から購入された商品の価格合計を）差し引
いた金額のみが支給された。いわゆる「物品賃
金制（truck　system）」である。一方指定店か
らは、労働者から得た売り上げの幾らかが、リ
ベートとして親方に還元されることになってい
た。しかし、指定店の商品は、一般に他の商店
のそれに比べて品質が悪く割高であった。
　また、給料支払いの方法に関連して、アイル
ランド人労働者（とその家族）は、地元の人々
とつながりがないため、元請け業者から宿舎や
食事を提供され、それらの料金を徴集される形
で生活することが多く、何重にも雇用者側から
搾取される結果となった。
　工事現場の労働は、アイルランド人労働者に
限らず総ての労働者にとって厳しく、また労働
や生活の環境は劣悪であった。加えて、アイル
ランド人労働者は、共に働いているスコットラ
ンド人労働者やイングランド人労働者の人種的
偏見に遭遇した。更に、労働者の間には、アイ
ルランド人労働者の大量の流入が、労働者の賃
金自体を引き下げているという不満も存在し
た。そうした労働者間の対立や争いの危険を最
小にすべく、請け負い業者は、同じ国籍の者だ
けを雇おうとしたが、容易ではなかったようで
ある。
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　工事現場の労働は、激しい割に低賃金であり、
また雇用が不安定であった故に、労働者は賃金
の値上げを求めてたびたびストライキを行っ
た8。しかし、人種間を超えて団結するに至ら
ず、失敗に終るのが常であった。ストライキの
際には、アイルランド人労働者が積極的な行動
を取り、スコットランド人労働者やイングラン
ド人労働者の支援を求めることもあったが、
往々にして彼らの存在は目立つことが多かっ
た。
　請け負い業者側は、ストライキに対処し現場
の秩序を回復すべく、時に警察や軍隊を導入し
た。結果的に、アイルランド人労働者は危険視
され、そのためブラック・リストに載せられて、
雇用者の手で何度も配置転換させられたり、再
雇用を拒否されたりした。そして極端な場合に
は、ストライキの首謀者として逮i捕され、刑務
所に収監されている。
　しかし、総ての親会社や元請け業者が、アイ
ルランド人労働者に過酷であった訳ではない。
快適な住宅が提供されたり、労働者自身とその
子供達に信仰と教育の場を与えるための資金が
提供された例が見出される。また、一日の労働
を終えた労働者に、基礎的な教育を与えるべく、
夜間に教区学校（parish　school）が開かれる
こともあった。
　アイルランド人労働力の需要は、1780年代以
降、スコットランド西部の綿工業の急速な発展
によっても生じた。スコットランドで最初の紡
績工場（cotton　mill）は、1779年にクライド
河口のビュート島（lsland　of　Bute）に設立さ
れたが、1812年までにクライド川沿岸の紡績工
場は120を数えるに至っている。1798年にアイ
ルランドで起きた反乱（Irish　Rebellion）が、
スコットランド西部へのアイルランド人移民大
量流入のきっかけとなった。これは、フランス
革命の影響を受けて、1791年にウルフ・トーン
（Wolfe　Tone）によって結成された「ユナイテ
ッド・アイリッシュメン（United　Irishmen）」
が、フランスの援助を得て、アイルランド解放
に向けて起こした反乱である。
　反乱は失敗に終り、その結果、イギリス、及
びアイルランド国内の反カトリック組織である
オレンジ会（Orange　Order）の、アイルラン
ド人カトリック教徒に対する圧迫が強まり’、プ
ロテスタント教徒の多いアルスター地方に、多
数のカトリック教徒難民が生じた。彼らは、当
時運賃が極めて安価になっていた蒸気船を利
用してポートパトリックに上陸し、雇用を求め
つつ、エア州北部、ラナーク州（Lanarkshire）、
レンフルー州（Renfrewshire）などに移動し
た。
　アルスター地方、特に東部は、17世紀初頭の
ステユアート王家ジェイムズー世（James　I）
以降とられたイングランドの植民政策の下に9、
多数のスコットランド人プロテスタント教徒
（主に長老教会員［P；esbyterian］）の農民が
移住した土地である。その後彼らの子孫は、17
世紀末から18世紀を通して、同地方の状況に応
じ、アメリカ、カナダ、イングランド北部、ス
コットランドなどに、再度移住を行った。従っ
てスコットランド西部にも、戻り移民（return
emigrant）として、アルスター地方からの移
民が相当数、既に定着していた。そして19世紀
にも、彼らはスコットランドに移住し続けた。
　故に、アイルランドからスコットランドへの
移民は、宗教的観点から、プロテスタント教徒
とカトリック教徒という二つの宗派の信徒が混
在し、それが文化の面で、「アイルランドの土
壌に移植されたスコットランド文化」を根とす
る者と、「アイルランド古来の文化」を根とす
る者につながるという複雑な構造になってい
る10。
　スコットランドに移住した「ユナイテッド・
アイリッシュメン」の流れを汲む者が、1810年
代頃までスコットランドの社会に不安を与えた
可能性はあるが、1838年頃開始され、イギリス
労働者の階級闘争ともいえる「人民憲章運動
（Chartism＞」より以前に、アイルランド人移
民が、スコットランドの政治問題に積極的に関
与することは殆どなかったとされる。彼らの多
くは・新世界に移住するだけの資金がない故に、
スコットランド（やイングランド）に来たので
あり・将来はアメリカに向けて出国するか、借
地できるだけの資金を貯えて帰国しようと考え
ていた。
　しかし現実の生活は厳しく、貯えなど不可能
に近い人々も実際には多い状況の中で、時には
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貧民救済の対象となりながらも、彼らはスコッ
トランドに生活の足場を築いて行った。そして、
プロテスタント教徒が主流のスコットランドに
おいて、アイルランド人カトリック教徒移民は、
スコットランド人で篤志のある人々の協力も得
ながら、自らの子供達のために学校を建て、常
設の礼拝堂を設けるに至っている。
　更に彼らは、1820年代前半に、アイルランド
でオコンネル（Daniel　O℃onnelDによって起
こされたカ．トリック解放運動（Catholic
Emancipation）にも呼応し、彼の支援の下に、
スコットランドでも行動を開始した］1。また彼
らの中には、飲酒癖のある者も相当数いたが、
1830年代の終り頃に、これもアイルランドで、
マシュー神父（Father　Mathew）によって始
められた絶対禁酒運動（total　abstinence）に
も、極めて多数が参加し、飲酒を断って生活を
改善しようと努めた。
　18世紀末から1810年代にかけて、アイルラン
ドでは農業が安定し、耕作地やじゃがいもの収
穫の増加につれて人口も増えつつあった。しか
し、1815年のナポレオン戦争終結後は、1840年
代にかけて、同国は農産物価格の下落による大
きな打撃を受けることになった。特にその傾向
は、アイルランド中央部の商業化された（もし
くは、されつつあった）農村地帯に著しかった。
更に、同国に伝統的であった亜麻や木綿の家内
工業的織物業が、ベルファストを例外として、
急速に工業化の進むイギリス織物産業との競争
に破れ、1820年代以降衰退して行った。
　スコットランド西部及び西南部においても、
当初は手織機、1840年代以降は、機械織機（力
織機）（power　loom）による織物産業の工業
化が進み、18世紀末から1820年代にかけて、ア
ルスター地方から織物職人や漂白職人
（bleacher）が、雇用を求めて移住を開始して
いる。彼らは、アントリム（Antrim）、ダウ
ン（Down）、アーマー（Armagh）、ロンド
ンデリーなど、アルスター地方でもプロテスタ
ント教徒が主流を占める諸州の出身であり、ダ
ンフリーズ、ウィグタウン（Wigtownshire）、
エア、レンフルーなど織物産業が盛んであった
諸州や、工業都市グラスゴーなどに定住した。
19世紀前半には、イギリスに向かうアイルラン
ド人移民は、一時的滞在型から恒久的都市定住
型へと変化し始めており、この織物職人の移住
もその傾向を反映するものである。因みに、
1838年の時点までに、スコットランドの織物職
人の約30％がアイルランド出身の人々であった
と推定されている。
　1840年代後半の、後述するアイルランドの大
飢僅の前後から、これもスコットランドの織物
業の中心地であった、東部の都市ダンディー
（Dundee）にも、アイルランド人移民の多数
が流入し、定住するようになった12。ダンディ
ーでは、1820年代から織物業が発展し、当初亜’
麻が、1840年代からは黄麻（ジュート）が各々
織られたが、その労働力は主にアイルランド人
移民に依存しており、1851年までに彼らは、ダ
ンディーの全人口の19％を占めるに至ってい
る。ダンディーのアイルランド人移民は、若い
独身女性と、青年期に達した子供を持つ家族の
多いことが特徴となっているが、移民全体の約
3分の1以上が、キャヴァン（Cavan）とモ
ナハン（Monaghan）両州の出身であること
から、カトリック教徒が相当な比率を占めてい
たと思われる。
　1845年秋にアイルランドを襲ったじゃがいも
の胴枯れ病は、同国に決定的な衝撃を与えた。
その結果生じた飢僅は、1847年ピークに達し13、
主食をじゃがいもに依存していたアイルランド
西部の小作農民を中心に、多大の災禍を生み出
した。恐るべき死者数と想像を絶する困窮の中
で、ユ845年に恐らくは850万人に達していたと
思われるアイルランドの人口は、1851年に約
655万人にまで激減している。
　多数の人が、生きるための手段として国外へ
の移住を試みた一1847年から1855年までの問
に、約210万人がアイルランドを出国したと推
定され、そのうち約30万人がイギリスに入って
いる。スコットランドにおいては、1841年に
126，321人であったアイルランド出身者が、
1851年には207，367人に達し、新たに入国した
人々は、従来の移民が定住した土地に向かうの
みならず、雇用を求めて更に移動を続けた。折
からスコットランドでは、それまでの織物業に
加えて、これも西部や西南部を中心に、炭坑業
（石炭産業）と製鉄業（iron　industry）が発展
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しつつあり14、また人口の増加と拡大して行く
都市のために建設業が繁栄し、建築ブームが到
来して、多数の労働者一特に、低賃金の未熟
練労働者の雇用が見込まれたからである。
?
　　スコットランドにおいて、アイルランド人移
　民（移住者）（lrish　migrant）を歌ったバラッ
　ドは、伝承（から記録された）バラッド
　（traditional　ballad）並びにブロードサイド
　（broadside；street　ballad）の形で現存する。
本稿で言及する伝承のバラッドは、19世紀後半
から20世紀初頭にかけて、当時それらが口承の
形で伝えられていたスコットランド北東部アバ
ディン州（Aberdeenshire）などで、主に歌
い手の吟唱（recitation；singing）から採録さ
れたものである。同じく本稿で援用するブロー
　ドサイドは、18世紀から19世紀中頃にかけて、
スコットランド、アイルランド、イングランド、
アメリカ合衆国、カナダなどで出版（発行）さ
れ、その後収集されたものである。
　それらのバラッドにおいて、「アイルランド
人（lrishman）」は、概ね「パディ（Paddy）」
と称され、特にアイルランド人に対する呼びか
けは、殆ど総てがこの形によっている。OED
に拠れば、Paddyとは「アイルランド語
Padraig（Patrick）の愛称（あだ名）（pet
form）」であり、初出は1780年となっているが、
後述するバラッドにこの呼称が用いられる時、
それは意識的（意図的）であり、ある種のニュ
アンスが含まれているように思われる。
　本稿の冒頭に掲げたバラッド（“Paddy　in
Glasgow”）は15、1907年5月に吟唱から採録
されているが（以下Aと略記）、ほぼ同じ内容
の版（version）2版（以下B，Cと略記）が同
時期に各々別の歌い手から採録されており、ユ9
世紀の後半には流布されていたと思われる。バ
ラッドは、季節労働者として、スコットランド
の収穫期にグラスゴーの波止場に到着したアイ
ルランド人移民を歌っているが、概ね事実に沿
った展開となっている。
　彼（Paddy）は、「刈り入れの時が来るが、
故郷の景気は悪い」ので、スコットランドに行
　く決心をする。C（の版）では「収穫祭（Lammas
Day）の2ヶ月と4週間前に故郷を出ようと
考えた（Ionst　took　a　notion　from　home　I
would　stray／It　was　twa　month　and　four
weeks　before　Lammas　day）」と歌われている
故、5月頃出国の決心をしたのであろう。イギ
リスの収穫祭は、8月1日である。因みにその
版は、彼の故郷を「リメリックの田舎（in　the
country　of　Limerick）」としている。リメリッ
クは、アイルランドの南西部に位置する州であ
り、仮にそこから出発してグラスゴー行きの蒸
気船に乗ろうとすれば、まず港に着くまでに恐
らくは何日かを要したと思われる。
　彼は、一見善人風の船長に、船客数から考え
てどう見ても割高な船賃を告げられ、（恐らく
は着払いの約束であったものを）海上で請求さ
れる。収穫労働のためには海を越えざるを得ず、
しかし一旦船出すれば、移民は海上で無力であ
り、船長に逆らうことはできない。そんな彼に、
船長は支払いを強要し、いやなら今すぐ船を下
りるよう命じる。
　Bでは、前述の出来事に加えて、移民の彼は、
パディと呼ばれたり、自分の名を呼ばれたりす
るが、心の中で「それはどうでもよいことだ。
どうせ呼び名に過ぎぬもの。義が名の綴りも知
らぬのに（What　matters’t　for　that　for　it’s　all
the　one　name？／Inever　yet　learnt　my　name
for　to　spell，）」と考えている。
　船上で一夜を過ごし、早朝グラスゴーに上陸
した彼は、少し町を見物するが、整然と列をな
して並ぶ家々（もっとも、石造りや煉瓦造りで
はなく、木造りと歌われているが）、珍しい
品々、身分の高そうな人々に一何故かドイツ
の？ナポレオンまでいて、感心するが、終夜絶
もKることのない都会の喧躁に恐怖を覚える。そ
して、翌朝早くには身支度を整え、ロージアン
地方に向け出発する。そこには、豊かに実った
作物が、彼の収穫労働を待ち受けているからで
ある。
　上述のバラッドと同じ収集者によって記録さ
れたバラッド「ビリー・オローク（・Billy　O・
Rouke”）」も16・類似のテーマを扱うものであ
る。このバラッドは、4版（A－D）採録され
ているが・1909年に記録されたB、即ち「スペ
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ンス氏（Mr　Spence）が少年の頃、ピーター
ヘッド（Peterhead）の路上で、アイルランド
人がシレイラ（shillelagh）の伴奏に合わせて
歌っているのを聞いた」もの以外は、いずれも
1－2連（stanza）の断片的なものである。
「シレイラ」は、アイルランド語で、リンボク
や樫材で作った棍棒を意味する。
　Bの注記からして、このバラッドはアイルラ
ンドで作られ、アイルランド人移民によってス
コットランドに伝えられた可能性もある。この
バラッドにおいて、ビリーは、5月の終りに
「生皮の靴に油を塗り、杖（棍棒）を作って（I
greased　mi　brogues　an’cut　mi　stick）」まず
ダブリンに出、それから船でイングランドに向
かう。イングランドで「干し草や穀物を刈り取
るため（to　reap　the　hay　and　corn）」である。
船内で、ビリーは船員達からパディと呼ばれ、
「失せろ、船底へ行け（And　sailors　all　both
great　and　smaH／Said　Paddy　ye’re　goin　to　the
devil／The　sailors　say　To　the　bottom　ye’ll
go）」と言われるが、船賃も払ってあり、少し
も気にしない。船底は、当時三等船客用であっ
た。ビリーの乗った船は海上で嵐に出会い、膝
から崩れ落ちる人や失神して倒れる淑女がいた
が、彼は「自分の食料（パンとチーズ）の上に
倒れたよ。肝心なことは常からご承知さ（But
Ifell　on　my　bread　and　cheese／For　I　always
mind　the　main　thing）」という具合である。
　下船後ロンドンに向かったビリーは、道中親
切そうな紳士に出会うが、彼は悪党で、ビリー
にピストルを突きつけ、金を出せと嚇す。ビリ
ーは、「遠くから来たので、2ペンスしか持ち
合わせがない」と言って時を稼ぎ、ピストルが
発射された瞬間に、相手の脳天目がけてシレイ
ラを振りおろす。
　同じタイトルのバラッドは、1820年頃（以降）
アイルランドで出版されたブロードサイドの中
にも見出される17。内容も概ね一致しているが、
ただブロードサイドの版では、ビリーは、ロン
ドンに着いたら、「ロンドンの娘達の中で、一
晩踊り明かすことにしよう（［Iresolved］And
among　the　cockney　girls　to　dance／From
night　until　the　morn，　sir．）」と気楽なことを考
えている。また、船が嵐に出会った時「一番怯
えていた紳士方が、上陸の際、ご婦人方に手を
貸していたので、からかってやった（And
though　you’ve　got　no　skirts　to　your　coats，／
You’ve　cloth　enough　in　your　breeches．）」　と、
余裕のある態度を見せている。
　因みにこのバラッドは、アメリカでもブロー
ドサイドとして出版されている。内容は概ねス
コットランドの版に一致しているが、表現は多
少異なり、物語の展開も簡略化されていて、恐
らくは（スコットランドやアイルランドの版が、
印刷された形でアメリカにもたらされたのでは
なく）、移住者の記憶などを基に文字化された
のであろうと思われる。そのような事情を補う
かのように、最後に連が追加されており、ビリ
ーは、「収穫労働のためにある未亡人に雇われ
たが、その家の使用人（maid）の監視の目が
うるさくて苦手である」と述べている18。
　他にも、アイルランドで出版されたブロード
サイドの中に、収穫のための季節労働に向かう
移民をテーマとするバラッドが見出されるが
（“The　Rocky　Road　to　Dublin　”）19、これも、
イングランドへの移住を歌うものである。前述
のバラッド（“Billy　O’Rouke”）と共通してい
るのは、（今回はコノート地方出身の）移民の
若者が、「リンボクの木を切って棍棒を作り、
（新しい）生皮の靴をはいて旅立つ」点である。
これは、当時のアイルランドの（旅立つ者を
歌う）ブロードサイドの、ある種決まり文句
（commqnplace）であったように思われる。そ
して、リンボクや樫などの木を切って作られる
棍棒は、道中悪霊から旅人の身を守るお護りで
あり（lcut　a　stout　black－thorn／To　banish
ghost　and　goblin，．．．“The　Rocky　Road　to
Dublin”）、敵と戦う武器であり、荷物
（bundle）を括りつけて運ぶ道具であったよう
である。
　加えて、このバラッドに歌われている若者も
（ビリーと同じように）、船長から「パディ用の
船室は無い。豚のいる船底へ行け（Captain　at
me　roared，　said　that　no　room　had　he，／
When　I　jumped　aboard，　a　cabin　found　for
Pad y，／Down　among　the　pigs；．＿）」と言
われている。ただ彼は、ビリーより故国を離れ
るのが辛かった（イングランドに入国したくな
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　かった）ようであり、船がイングランドの領海
　に入り、ホーリーヘッドの沖を通る時、「もう
　死んでしまいたい、いや、ダブリンへの岩だら
　けの道に帰りたい（When　off　Holyhead，　I
　wished　myself　was　dead，／Or　better　far
　instead，　on　the　rocky　road　to　Dublin．）」　と嘆
　いている。
　　しかし、最後に彼は、到着したリバプール
　（LiverpooDの港で、町の若者達からも馬鹿者
　呼ばわりされ、更に故国アイルランド（poor
　ould　Erin’s　isle），のことまで嘲笑されて、耐え
　きれなくなり、我を忘れてシレイラを振りかざ
　し、彼らに戦いを挑む。幸運にも、近くにいた
　何人かのゴルウェイ出身の若者達（some
　Galway　boys）が彼に加勢し、皆は相手を追い
　払うことに成功する。
　　運河の工事現場で働くアイルランド人移民
　労働者を歌ったバラッド（“Paddy　on　the
　Cana1”）は、ブロードサイドとして、スコット
　ランドやアメリカで出版されているが、物語の
舞台はアメリカになっている20。アメリカの版
　は、ニューヨークやボルティモア（Baltimore）
で出版された（同一の内容の）ものが現存し、
それ・らのリフレーン（So　fare　you　well　father
and　mother，／Likewise　to　old　Ireland　too，／
So　fare　you　well　sister　and　brother，／So
kindly　l’11　bid　you　adieu．）が、スコットラン
　ドのブロードサイドの版のそれと殆ど同じであ
る故、恐らくは本来同一のバラッドであったと
思われる。
　ただ内容に関しては、アメリカの版は（スコ
ットランドの版と比較して）相当簡略化されて
おり・スITツトランドで出版されたブロードサ
イドが、そのままアメリカに持ち込まれたとい
うよりは、むしろアメリカに移住した人の記憶
を基にバラッドが再構築されたのであろう。詞
句の表現の上でも、スコットランドの版が「親
方」を、“ganger”としているのに対し、アメ
リカの版では“Boss”とするなど、ある種の
アメリカ化が見られる。
　スコットランドの版では、フィラデルフィア
（Philadelphia）に到着したアイルランド人の
若者は・その足で運河の工事現場に直行する。
彼は・自分が「貧しいアイルランド人で他所者
　（apoor　Irish　stranger）」であると感じていた
　時、親方がやって来て元気よく労働者達に声を
　かけ、皆が規律正しく立ち上がるのを見る。彼
　は、「親方が皆の父親のようだと思い、すぐ運
　河を掘る気になる（You’d　thought　he　was
　father　of　al1，／Iwas　wishing　that　very　same
　momenし／Iwas　digging　upon　the　Cana1．）。」
　　彼は、近隣の何人もの娘達に愛され、終に
　（風紀の乱れに）激怒した老女から、「全く娘達
　に砥なことがない。アイルランド人が運河に来
　てからというものは（Saying，“we’ve　got　no
good　of　our　daughter／Since　Paddy　came　on
the　Canal．”）」と言われる。しかし、運河を掘
る技術（art　of　navigation）もすっかり身につ
き、「これはいい仕事だ（very　fine　trade）。
そして自分は（仕事に対して）この上なく忠実
なアイルランド人だ（Iamjust　as　true－
hearted　an　Irishman，／As　ever　your　country
did　see．）」との結論に至る。
　鉄道の工事現場で働くアイルランド人労働者
を歌ったバラッドは、伝承のバラッドとしても、
ブロードサイドとしても、現時点では見出せて
いない。恐らくそれが皆無であるとは考えられ
ず、バラッド自体が消耗品に近い性格のもので
ある故、後代の収集（coilection）の中に収め
られなかったか、もしくは収められていても、
筆者が未見の可能性があり、今後の課題とした
い。
　そのような事情の下で、「グリーノック鉄道
（“The　Greenock　Railway”）」は21、恐らくは
同国人が敷いたと思われる鉄道の、身分不相応
な車両に乗っていると疑われたアイルランド人
が、同乗の紳士からそのことを餐められ、かっ
となって暴力を振るう経緯が歌われている。
1907年に、口承から採録された版は3連のみで
あるが、アメリカで出版されたブロードサイド
ePaddy　on　the　Railway”）は22、前者の第
ユ連（E・gine　and　b・iler　w、t，r．tight／And
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　コscoo「1ρ　on　wlth　ail　it’s　might，／Upon　my
soul　it　was　a　sight，／To　see　the　Greenock
Railway・）と殆ど同じ詞句をリフレーンに用
い・これも類似の連を混在させながら、比較的
詳しく事件の模様を伝えている。
　一人のアイルランド人が、鉄道でグリーノッ
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クからグラスゴーに行こうとするが、なかなか
グリーノック鉄道（の駅）が見つからない。よ
うやく捜し当て、運賃16ペンスを払って汽車に
乗り込み、座席に腰をおろした彼は、周囲の美
しい婦人達にうっとりするが（The　ladies
were　all　Pat　’s　delight，　and　he　sat　down
amongst　their　whites．）、巻き毛の紳士が彼を
じっと見ている。紳士は彼を、「君は、この
（車両の）等級の料金を払っておらんね（And
said　he　did　not　pay　his　fare，　for　that　class　on
the　Railway．）」と答める。かっとなった彼は、
相手の眉間を殴りつけ、大騒ぎとなる中を、汽
車がグラスゴーの駅に到着するや否や、シレイ
ラをひっつかみ、車掌を投げ飛ばして逃走する。
　彼は、無事逃げのびた後、「これから収穫に
行くのだが、知り合いの皆に顛末を話してやろ
う　（Now　to　the　harvest　I　will　go，　and　tell
them　there　of　all　I　know，）」と言っている故、
彼も季節収穫労働移民のようであり、更に、
「アイルランドに帰ったら、皆に鉄道の素晴ら
しさを話してやろう。クレアの連中ときたら、
汽車など見たことも話に聞いたこともないから
な（Then　off　to　lreland　l’ll　repair，　and　tell
them　all　the　wonders　there，／For　Ilever　a　one
in　county　Clare，　ever　saw　or　heard　of　a
Railway．）」といった具合であって、行く先々
で話題ができたことを喜んでいるかのようであ
る。
　因みに、グリーノック・グラスゴー間の鉄道
は1841年3月に開通し、グリ・一…ノックからクラ
イド川河口を経て外海に向かう蒸気船に連絡が
可能となった。従って、バラッドに歌われたア．
イルランド人移民は、アイルランド（西部のク
レア州）からグリーノックに渡航し、上陸後鉄
道を利用してグラスゴーに出ようとしたのであ
ろう。
　アイルランド人移民労働者とスコットラン
ド高地人労働者は、スコットランドにおける
労働力の需要に対して競合する立場にあり、
常に対立し続けて来た。しかし、アイルラン
ド北部の人々と、スコットランド西部高地地
方（western　Highlands）及び西北部諸島
（Islands）の住民は、言葉の説りなどがよく
似ている故に、混同されることがあった。「ダ
ンカン・キャンベル、もしくは、アイルランド
［よ　永遠なれ］（“Duncan　Campbell，　or　Erin
go　bragh”）」は23、そのような事情を、スコ
ットランド人の立場から歌ったバラッドであ
る。このバラッドは・1850年頃にはスコツトラ
ンドで広く歌われていたと思われる。人々によ
く知られていた故か、断片的なものも含めて多
数の伝承の版（A－N）が現存し、ブロードサ
イドは、スコットランドだけでなくアメリカ、
カナダなどでも出版されているpa。
　内容は、どの版においても殆ど一致しており、
スi）ットランドのアーガイル州（Shire　of
Argyle）出身のダンカン・キャンベルが、ス
コットランド、イングランド、そしてアイルラ
ンドを、Erin－go－bragh（アイルランド［よ
永遠なれ］）という名で旅して回る。ある日彼
は、エディンバラ（Auld　Reekie）の通りを歩
いていて、「生意気そうなお巡り（saucy
policeman）」に呼び止められ、尋問を受ける。
「お前はいつアイルランドから来たのかね
（Sayin’，　“When　came　ye　over　frae　Erin－go－
bragh？”）。」ダンカンは、アイルランドに行
ったことはあるが、自分はアイルランド人
（Paddy）ではないと言う。しかし警官は聞き
入れようとしない。
　「お前がアイルランド人なのは分かっておる。
髪の刈り方でな。お前達は、スコットランドに
入るや否や、スコットランド人に化けるのだ。
法を破って国を出ておるだろう。アイルランド
から来た不審者は、全員逮捕する（“Iknow
you’re　a　Paddy，　sir，　by　the　cut　of　your　hair，／
And　you　all　turn　Scotsmen　as　soon　as　you
come　owre；／You　have　left　your　own
country　for　the　breakin’the　law，／And　rm
seizin’all　stragg！ers　fae　Erin－go－bragh．”）。」
　ダンカンは、たとえ自分がアイルランド人で
あっても、それがどうしたと反論し、警棒を振
り上げる警官を自分のシレイラで叩きのめす。
彼は、周囲の人が「お巡りが殺された」と騒ぎ
始め、自分を追いかけて来るのを、うまく出し
抜いて川舟に乗り、逃走に成功する。
　アイルランドで出版されたブロードサイドの
「ペギー・ボーン（“Peggy　Bawn”）」は25、
曾て、北アイルランド及びスコットランドのア
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　イルランド出身者に人気のあったバラッドであ
　るが、19世紀初頭には、既に流布されていたと
思われる。スコットランド高地地方の農家に、
一夜の宿を求めたアイルランド人の若者が、暖
かいもてなしを受け、その家の娘に求婚する。
娘は、彼の愛を受け入れ、「あなたと一緒に行
　くつもり。アイルランドはいい国で、スコッ
　トランドの人は、あなた方と親戚だもの。だ
から一緒に行くつもり。幸せになるために
（“Along　wi’you　I’11　gae；／For　Ireland　is　a
fine　country，／And　the　Scots　to　ye　are　kin：／
So　I　will　gang　along　with　you，／My　fortune
to　begin．”）」とまで言う。
　娘の父親も結婚を喜び、持参金もつけ、土地
も与えようと言う。しかし最後に若者は、自分
がエディンバラに戻らなければならないと二人
に告げる。故国に残して来た恋人のペギーを思
い出し、彼女に忠実でいようと決心したからで
ある。
　アイルランド人移民は、種々の雇用を求め
て、スコットランドの都市であれ農村であれ至
る所に赴き、そこに定着するようになった。し
かし、概して生活は苦しく、自らの属する社会
（community）を出れば、孤立し勝ちであり、
地元の人々と馴染むにも時間を要したと思われ
る。そのような状況の下で、様々な誘惑に負け、
犯罪に手を染める者も無かった訳ではない。
　スコットランドで伝承から採録されたバラッ
　ドの「バークとヘア（“Burke　and　Hare・）」
は26、実際にユ827－28年に、エディンバラのウ
ェスト・ポート（West　Port）で起きた事件27
を歌っている。コーク州（タイローン州とす
るものも南る）出身のウィリアム・バーク
（William　Burke）は、10代の終わり頃スコッ
トランドに来て、一時期流浪した後、ユニオン
運河の工事に労働者（1abourer）として雇わ
れた。彼はその工事現場で、これも労働者とし
て働いていたロンドンデリー州出身のウィリア
ム・ヘア（William　Hare）と知り合ったとい
う。
　ヘアは・その後行商人となり、二輪馬車
（cart）で、古着や古鉄と引き換えに魚や瀬戸
物を売って回っていたが、当時泊まっていた木
賃宿（beggars　hotel；　lodging　house）の経営
　者である未亡人と結婚し、自らその木賃宿の経
　営にあたるようになった。そこに、以前知り合
　ったバークが、事実上の妻であるマクドゥガ
　ル（Heien　McDougall）を伴って姿を現わし
　た。バークは、当時靴職人（shoemaker）を
　していた。
　　バークとマクドゥガルは、ヘアの木賃宿に住
　むようになったが、1827年12月、そこでたまた
　ま一人の宿泊人が死亡した。彼は、ヘアに4
　ポンドの借金があり、その貸し金を回収すべ
　く一計を案じたヘアは、バークの手を借りて
　死体を袋に詰め、ノックス博士（Dr　Robert
　Knox）の許に運び込んだ。博士は解剖学者
　（anatomist）で、死体は7ポンド10シリング
　で買い取られた。それが、二人の運命を狂わせ
　たようである。
　　人の死体が相当な金額で売れることに味をし
　めた二人は、木賃宿によく宿泊する身寄りの無
　い宿泊人を選んでは、これをウィスキーで酩酊
　させた後殺害し、死体をノックス博士のところ
に持ち込むようになった。死体は、一体につき
　8ポンドから14ポンドで取り引きされた。
　1828年の秋、ヘアとバークが約15人を殺害し
た頃、二人に人々の疑惑の目が向けられるよう
になり、捜査の手がのびて、ヘアとバーク、及
びヘアの妻とマクドゥガルが逮捕された。裁判
で、ヘアはバークに不利な証言を行い、ために
バークは死刑の判決を受けた。ヘアとその妻、
そしてマクドゥガルは、釈放されている。
　ユ829年1月28日、バークは、3万人とも4万
人ともいわれる見物人の前で公開処刑（絞首刑）
となった。その後、ヘアはイングランドに逃れ、
彼の妻はアイルランドに帰国し、マクドゥガル
は行方不明とされる。
　この事件を歌ったバラッドは、1900年代の初
頭に口承から採録され、5版（A－E）現存す
るが、そのうち3版（B・C・E）は断片的な
ものである・タイトルは、「バークとヘア」
（A・B・C）、もしくは「バークの告白（告解）
（“Burk・もC・nfessi・・”）」（D・E）であるが、
内容は概ね一致しており、死刑執行に臨んだバ
ークが、自らの犯した罪を告白（告解）し、慨
悔を込めて事件の経緯を語る形をとっている。
2版のタイトルから推測されるように、バーク
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はカトリック教徒であった。
　バークは、アイルランドに妻を残し、仕事を
求めてスコットランドに来る。彼は、運河で働
いている時マクドゥガルと出会い、それが彼の
堕落の原因となる（she　proved　my　down　fa11
）。彼女が、バークを彼の友人達から遠ざけて
しまったからである。バークとマクドゥガルは、
彼女の親に結婚を反対されたため駆け落ちし、
エディンバラに来る。そこで仕事が見つからず、
グラスゴ・一一一に向かう途中、ウエスト・ボー・・一・トで
一息入れていた二人は、ヘアに出会う。彼が、
余所者である自分達に親切であった故に一彼
の木賃宿が、宿泊人の命を奪う恐ろしい所とは
少しも知らずに一二人は彼の家に行くことに
する。
　ヘアの殺人に手を貸し、最初の一人を殺した
時、バークは良心の呵責に耐えられず、殺した
女の悲鳴が耳から離れなかったが、やがて「人
を殺しても何も感じなくなる（But　soon　my
mind　got　hardened　I　followed　the　same
trade．）。」時がたつうちに、バークも木賃宿を
経営するようになる。16人の男女を殺害した頃、
周囲の人々から疑惑の目が向けられ始め、程な
くバークとヘアは逮捕される。有罪になること
に怯え、心の弱っているバークを見て、ヘアは
「彼に不利な証言をする（So　against　me
turned　king’s　evidence　and　swore　my　life
away．）。」バークは死刑を宣告され、ヘアは釈
放される。
　死を前にして、バークは考える一ヘアは、
自由の身となって故国アイルランドに逃れるだ
ろうが、そこでは死ぬまで、自分より辛い運命
が待っていることだろう。バークは、誰一人そ
の死を悲しんでくれる人もない中で、死刑を執
行される。
　因みに、バークの遺体は、死後7時間半公開
され、24，000人がそれを見に訪れたという。当
日の新聞は、競ってその経緯を報道し、その事
件を扱った書も出版されている。
　「流れ者（“The　Roving　Blade”）」は2s、
1900年代初頭に伝承から3版（A－C）採録さ
れたバラッドであるが、1850年頃にはスコット
ランド北東部で歌われていたようである。類似
の内容のバラッドは、口承からも、プロ・一ドサ
イドとしても、イングランドやアメリカで比較
的広範に収集されており、バラッドとしてひと
つのタイプに属すると思われる29。スコットラ
ンドで採録された伝承の版は、各々タイトルが
異なり、Bは、「ダブリンのパン屋（“The
Dublin　Baker”）」、　Cは、「追い剥ぎ（“The
Robber”）」となっている。　Cは、2連のみの
断片的なものである。
　AとBは、概ね内容が一致している。アイル
ランド人の若者が、ダブリンでパン屋の修行を
するが、人からは「腰の定まらぬ伊達者（a
sw6et　and　a　roving　blade）」と呼ばれている。
彼は美しい妻を迎え、彼女を心から愛するが、
やがて彼女をアイルランドに残して、ロンドン
に出て来る。そして、毎日浮かれているうちに、
持ち金を使い果たしてしまう。彼は追い剥ぎに
なり、貴族も含め裕福な人々を襲い続けるが、
やがて逮捕され（Aでは、一旦ダブリンの妻の
許に逃げ帰るが、そこまで追っ手の手がのび
る）、両親や妻が嘆き悲しむ中を、絞首刑とな
る。彼は、（伊達者として？）華やかに葬られ
ることを望み、葬儀の次第を、後に残される者
達に指示しておく。
　以上、簡単ではあるが、スコットランドにお
けるアイルランド人移住者に関して、18世紀か
ら19世紀中頃までの労働移民を中心に、まず歴
史的観点から概観し、それに対応して、スコッ
トランドで歌われた、主に伝承のバラッドの何
編かを示し、その概略を述べた。
　それらのバラッドを通して求め得る「アイル
ランド人移民」の姿とは一中には、アイルラ
ンド作られたバラッドもあるが一（1）お護
りのシレイラを作り、生皮の靴をはいて、（2）
皆に別れを告げ、スコットランド行きの蒸気船
の出る港まで旅をし、（3）道中、アイルランド
の都会に感心している問に荷物を盗まれること
もあり、（4）自分が何者であれ、（スコットラ
ンド人からは）一様にパディと呼ばれる男性で
あって、（5）海を越える際には、船長から割高
な船賃を要求され、（6）船内では、船長や船員
から船倉に行けと言われる三等船客であって、
（7）航海中嵐に遭遇して、酷い目にあうことも
あり、（8）上陸した港では、地元の若者達にか
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らかわれ、故国のことまで嘲笑され、（9）町に
向かう途中、親切そうに見えた紳士からはピス
トルを突きつけられて、金をよこせと言われ、
（10）汽車に乗れば、然るべき等級の運賃を払
っていないと餐められ、ようやくグラスゴーに
辿り着く。
　そして、（11）グラスゴーの町では、その立
派さと、行き交う身分の高そうな人々に圧倒さ
れるが、夜になるとその喧燥に恐怖すら覚え、
（12）また、スコットランド高地地方の人々が、
極めて自分達とよく似ていることが分かり、
（13）警官からは、アイルランド人は常に法を
破って出国し、スコットランドに入るとすぐス
コットランド人に化けるという目で見られてい
るようであり、（14）従って、容易に逮捕され
る可能性があり、（15）運河の工事現場では、
最初誰も知人がいないので、親方を父親のよう
に思って、激しい労働に耐え、仕事を覚えるが、
（16）同国人の中には、スコットランドでの生
活がうまくいかず、犯罪に手を染めて、死刑の
判決を受ける者もある、そのような人々である
と思われる。
　その一方で、これもまた当該の諸々のバラッ
ドが歌っているように、彼らは、（1）お護りの
シレイラを作るなど、旅の安全を心から願い、
（2）故郷が不量気であれば、早くも5月には、
スコットランドに収穫労働に行く決心をし、（3）
皆に別れを告げ、何事に遭遇しても、スコット
ランド行きの蒸気船が出る港まで辿り着き、（4）
船長や船員からどんな扱いを受けても、（そし
て時には、故国を離れることは死ぬほど辛いと
思いながらも）何とかやり過ごし、（5＞海上で
船が嵐に遭遇しても、自分の食料は自分で守り、
外見は立派に見えても内心は臆病な紳士方をか
らかい、（6）上陸した港では、自分を馬鹿者呼
ばわりし、故国を嘲笑した地元の若者達と、
（同国の仲間の助けもあって）最後には戦って
これに勝ち、（7）汽車の中で自分を餐めた紳士
には、一撃お見舞いして、捕まる前にうまく逃
走し、（8）路上の強盗には、彼がピストルを発
射するや否や、シレイラをその脳天目がけて振
りおろす。
　そして、（9）グラスゴーでは、町の見物もそ
こそこに、収穫労働の場に向けて出発し、（10）
高地地方の娘を愛し、求婚も彼女に受け入れら
れて、更にその父親からも、申し分のない結婚
の条件を示されながら、それでも、やはりアイ
ルランドに残して来た恋人に忠実であろうと決
心し、（11）運河の工事現場では、時と共に近
隣の娘達と親しくなって、地元の老女から苦情
を言われたが気にせず、運河の仕事はいい仕事
だと思えるようになる、そのような人々でもあ
った。
　スコットランドにおいて、バラッドに歌われ
ているのは、アイルランドから、生活のために、
労働の場を求めて出国する決意を固めた人々
が、家族や友入に別れを告げて海の彼方を日指
し、上陸後は異郷にあって、数々の試練に会い
ながらも不屈に、したたかなまでにそこで生き
のびていく姿である。
　史実は、彼らの多くがスコットランドにおい
て、バラッドに歌われているより遥かに過酷で
苦難に満ちた経験を一特に、飢僅後に移住し
た人々は一何年にもわたってしたことを、そ
して、彼らに対するスコットランド人の感情も
様々であったことを告げている。しかしバラッ
ドは、それが伝承のものであれ、ブロードサイ
ドであれ、生活の場で娯楽のために歌われ、ま
た販売されて、聞き手の反応が即時に得られた
故もあろうが、アイルランド人移民の姿を一
例外はあるものの30、比較的冷静に観察し、過
不足なく描いているように思われる。
　スコットランド低地地方の人々（Lowlander）
は、アイルランド人移民労働者や高地地方出身
の労働者を、自らの領域に侵入して来る異質の
存在として警戒し、時に偏見の目で見ながらも、
また一方で、自国の農業革命や産業革命が達成
されるために必要な労働力を提供してくれる
人々として、歓迎もしていたであろう。
　当時スコットランドにおいて、アイルランド
人移民労働者を歌ったバラッドは、そのような
スコットランドの人々の対移民感情によって濾
過されて一時に異物が取り除かれ、時に新し
い要素が注入されて、繰り返し歌われ、そし
て後代に伝えられたと言えるのである。
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　　and　the　Famine　Irish（London　and　New　York，
　　1998｝など。
ユ4．Handleyの前掲書The　lrish　in　Scotiand　1798・1845
　　は、Chapter　IV・21mmigrants　in　Industry（pp．91－
　　140）において、アイルランド人移民の多いScot－
　　land各州の主要な産業とその就労状況を詳細に論じ
　　ている。
　15．Shuldham－Shaw　and　Lyle，　op．　cit，，　pp．367－69，
　　p．56＆本稿冒頭に掲げたのはAの版である。因み
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24．Ford，ρρ．　cit，　First　Series，　pp．47q　9．　Laws，ρρ．　cit，
　　p．282，Q20“Duncan　Campbell（Erin－Go－Bragh）．”
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